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第 2 回 愛 知 サ ッ カ ー 医 科 学 フ ォ ー ラ ム   

平 成 27 年 8 月 2 日 （ 日 ）  

鼠 径 部 痛 （ 股 関 節 周 囲 の 痛 み ） の 診 断 と 治 療 、 予 防    

Ｊ Ｉ Ｎ 整 形 外 科 ス ポ ー ツ ク リ ニ ッ ク 院 長  

浦 和 レ ッ ズ メ デ ィ カ ル デ ィ レ ク タ ー  

仁 賀 定 雄  

股 関 節 周 囲 の 痛 み (鼠 径 部 痛：グ ロ イ ン ペ イ ン ）は 慢

性 化 す る と 治 り に く く 、 治 療 に 難 渋 す る こ と が 少 な

く な い 。 過 去 に 潜 在 す る 鼠 径 ヘ ル ニ ア （ ス ポ ー ツ ヘ

ル ニ ア ） が 慢 性 鼠 径 部 痛 の 原 因 に な り う る と い う 考

え 方 に 基 づ い て 、 鼠 径 管 後 壁 補 強 修 復 手 術 に よ る 治

療 を 施 行 し た が 、 ア ス レ テ ィ ッ ク リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン （ 以 下 ア ス リ ハ ） に よ る 保 存 療 法 の 発 達 と 共 に 手

術 す る 割 合 は 減 少 し 、 2001 年 以 降 は 手 術 を 施 行 し た

例 は な い 。 現 在 で は 、 痛 み の 原 因 と な る 器 質 的 疾 患

が 鼠 径 周 辺 部 に 認 め ら れ な い 場 合 、「 肩 甲 帯 ～ 体 幹 〜

下 肢 の 可 動 性・安 定 性・協 調 性 に 問 題 を 生 じ た 結 果 、

骨 盤 周 囲 の 機 能 不 全 に 陥 り 運 動 時 に 鼠 径 周 辺 部 に

様 々 な 痛 み を 起 こ す 症 候 群 （ 鼠 径 部 痛 症 候 群 ： グ ロ
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イ ン ペ イ ン 症 候 群 ）」 と い う 概 念 の 基 に 診 断 、 治 療 、

予 防 を 行 っ て い る 。  

何 ら か の 問 題 で 、 肩 甲 帯 ～ 体 幹 ～ 骨 盤 が 連 動 し て 効

果 的 に 回 旋 す る 動 作 (ク ロ ス モ ー シ ョ ン )に よ っ て 行

わ れ る キ ッ ク 動 作 の 連 動 性 が 妨 げ ら れ る と 、 鼠 径 周

辺 部 に 過 剰 な ス ト レ ス が 発 生 し 痛 み を 生 じ る と 考 え

て い る 。 筋 損 傷 、 剥 離 骨 折 、 疲 労 骨 折 、 真 正 鼠 径 ヘ

ル ニ ア な ど の 器 質 的 疾 患 の 鑑 別 診 断 が 極 め て 重 要 で

あ る 。 2011～ 2013 年 に 診 察 し た ス ポ ー ツ 選 手 の 鼠 径

部 痛 症 例 163 例 の う ち 器 質 的 疾 患 を 認 め た 症 例 は 86

例 （ 53％ ） で あ り 、 器 質 的 疾 患 を 認 め な か っ た 症 例

は 77 例（ 47％ ）だ っ た 。器 質 的 疾 患 と 診 断 し た 中 で

股 関 節 イ ン ピ ン ジ メ ン ト は 18 例（ 11％ ）で あ り 、 18

例 中 5 例（ 鼠 径 部 痛 症 例 全 体 の 3.1％ ）が 股 関 節 鏡 手

術 を 受 け て 復 帰 し た 。  

器 質 的 疾 患 を 認 め な か っ た 症 例 は 機 能 不 全 の 問 題 点

を 評 価 し 、 可 動 性 を 改 善 さ せ た 上 で 、 安 定 性 、 協 調

性 を 改 善 す る ア ス リ ハ を 行 っ た 。 問 診 で 機 能 不 全 が

生 じ る 誘 因 に な っ た 外 傷 ・ 障 害 の 有 無 を 確 認 し 、 準
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備 運 動 、 練 習 方 法 、 治 療 、 ア ス リ ハ 、 チ ー ム の マ ネ

ジ メ ン ト の 中 に 機 能 不 全 を 生 じ さ せ る 要 因 が あ る か

ど う か を 確 認 す る こ と が 、 選 手 個 人 の 治 療 だ け で な

く チ ー ム 全 体 の 予 防 の た め に 重 要 で あ る 。 保 存 療 法

を 行 っ た 100 例 中 経 過 観 察 で き た 77 例 の う ち 、復 帰

ま で 24 週 以 上 か か っ た か 復 帰 で き な か っ た 症 例 は ３

例 だ っ た 。復 帰 で き た 症 例 の 復 帰 ま で の 期 間 は 1～ 33

週 （ 平 均 8.5 週 ） だ っ た 。 著 者 ら が メ デ ィ カ ル サ ポ

ー ト を し て い る プ ロ サ ッ カ ー チ ー ム に お い て 、 機 能

不 全 の 評 価 に 基 づ く 予 防 ト レ ー ニ ン グ を 取 り 入 れ た

2006 年 以 降 は 2005 年 ま で に 比 べ て 鼠 径 部 痛 症 候 群

に よ る 練 習 離 脱 期 間 が 有 意 に 短 縮 し た 。 選 手 ・ コ ー

チ ン グ ス タ ッ フ ・ メ デ ィ カ ル ス タ ッ フ が 協 力 し て 可

動 性 ・ 安 定 性 ・ 協 調 性 を 良 好 な 状 態 に 保 つ こ と が 本

症 だ け で な く 様 々 な 外 傷 ・ 障 害 の 予 防 、 復 帰 後 の パ

フ ォ ー マ ン ス 発 揮 お よ び 再 発 予 防 に 有 用 で あ る 。  

（ 1105 文 字 ）  


